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１．目的  

通常のラーメン高架橋等モデル化が容易な 
場合，２次元骨組みモデルにより解析を行う 
のが一般的である。しかし，都市部等では用 
地等の制約条件から分割施工等を余儀なくさ 
れる場合，構造物の有する諸元が左右対称で 
はなくなるため二次元解析モデルではその構 
造物の挙動を適切に評価できているか確認す 
る必要がある。 
本検討は橋軸直角方向に対称とならないＲ 

Ｃ高架橋を，３次元と２次元モデルを用い解 
析し，左右対称ではない高架橋について評価 
を行ったものである． 

２．対象構造物  

本高架橋は橋軸方向に４径間 32ｍラーメン高架橋で，柱 
高 7.32ｍである．この構造物は鉄道高架橋として使用され 
ることを想定している．部材はすべて RC 構造であり，図－ 
１に示すように橋軸直角方向断面が左右非対称となる． 
当該地域の地盤の固有周期は 0.949(sec)〔G5 地盤〕であ  

り，表層地盤が 33.4ｍであるので本高架橋の基礎形式は杭 
基礎を採用している． 

３．解析モデル  

 解析モデルは，軸線を各部材の図心とした骨組みモデル 
で，非線形特性として上層梁，杭部材はテトラリニア型の 
M－φでモデル化(図－２参照)し，杭部材には軸力変動を 
考慮した。また，地中梁，柱部材は M－θでモデル化(図 
－３参照)を行い，柱部材には軸力変動を考慮した．ここ 
で，上層梁軸線は梁中心間までを上フランジ幅とする全断 
面有効とした重心位置を通るよう設定した．部材の接合部 
内はすべて剛域とした． 

  また地盤は，杭先端鉛直，杭周面鉛直，杭周面水平バネ 
の３種にモデル化を行い，非線形特性として地盤の支持力 
及び有効抵抗土圧を上限値としたバイリニア型とした． 
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図－２ M－φ相関図 

図－３ M－θ相関図 
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図－1 検討高架橋断面 
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図－5 ２次元及び３次元モデルの 
静的非線形解析 

なお、本解析は橋軸直角方向の柱断面の異なる高架 
橋に対して解析モデルの違いが及ぼす影響を検討する 
ため，２次元モデルの L1，L2 ラーメン及び３次元モ 
デルの橋軸方向解析により比較・検討を行っている．  

  図－４に対象高架橋の３次元モデルを，図－５に２ 
次元モデルを示す． 

４．解析モデルの違いによる耐震性能の比較  

  図－５は，静的非線形解析の結果による３次元，２ 

次元モデルそれぞれの荷重変位曲線を比較している． 

損傷過程は２次元モデルの L1では，降伏震度 Kh＝ 

0.594 で C2 柱部材が最初に降伏し，次に C3，C4，C1， 

C5 という順になっているのに対し，L2では，降伏震度 

Kh＝0.543 で C3 柱部材が降伏し，C2，C4，C1，C5 とい 

う順であった。また，３次元モデルでは降伏震度 Kh＝ 

0.543 で L2 側の C3柱が降伏し，C2，C4，C1 と続いた 

後に L1 側の柱が降伏する結果となった． 

２次元モデルと３次元モデルの比較では，損傷過程 

は概ね酷似している結果となり，初期ステップと 

降伏ステップでの等価剛性及び最大耐力の比較では， 

同等の結果を確認できた． 

また，非線形スペクトル法による最大応答 

変位は，L1 で 12.06cm，L2 では 13.05cm，３ 

次元では 12.51cm となり，３次元解析結果を 

正とすると，約 5％，約 10%程度の差異が見 

受けられた。 

５．おわりに  

  左右対称の諸元を持たない高架橋構造物の 

検討を２次元及び３次元モデルの両解析より 

次の結果を得た。 

２次元モデルと３次元モデルの比較では 

最大耐力，等価剛性に多少の開きがあるもの 

の損傷過程は概ね酷似している結果であるこ 

とが確認できた． 

また，最大応答変位では約 5~10％程度の 
開きがあるものの，左右対称ではない高架橋 
の解析においても，２次元モデルの解析で 
充分に精度の高い結果を得ることが出来る 

 と判断できる． 
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図－４ ３次元解析モデル 

図－５ ２次元解析モデル 
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